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図４ 情報倫理ビデオ教材 小品集PartⅡ 目次
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４．掲示板、チャットのマナー
５．侵入されるパソコン
６．ホームページ作成の落とし穴
７．まとめ
４．警察庁 情報セキュリティ対策ビデオ９）
警察庁では、インターネットの利用者にとって身近な脅威となっているサイバー犯罪につい
て、その予防と対処法を再現ドラマやインタビュー形式で解説したビデオが制作している。高
等学校等には無償配布されており、大学等ではいずれもDVDによる貸し出しとなっている。そ
れぞれなじみのある芸能人を起用し、生徒、学生に親しみやすい作品となっている。それぞれ
のあらすじを紹介する。
「虚構への誘惑」
大学生がネット社会で犯罪を重ねていくさまを描き出している。主人公梶谷ひろみ（山田ま
りや）は小さなきっかけから、インターネットの中のバーチャルな世界で、名誉毀損、オーク
ション詐欺、コンピュータ・ウイルス、不正アクセス禁止法違反など、虚構の世界で罪の意識
もないまま、次々と犯罪を重ねる。
「虚構への落とし穴」
一般の家庭に襲いかかったネット犯罪を描く。平凡な主婦、松本亮子（竹下景子）の娘が掲
示板で中傷され、息子がインターネット・オークションで偽物の靴を買わされてしまう。
「サイバー犯罪事件簿 姿なき侵入者」
無線LANの悪用やなりすましによって犯罪に巻き込まれる教師を中心に描く。高校教師の斎
藤裕子（大河内奈々子）が担任するクラスのホームページが何者かによって荒らされ、裕子の
自宅でも急にインターネットの回線スピードが遅くなったり、身に覚えのないクレジットカー
ドの高額な請求書が届いたりと、インターネット上のトラブルが立て続けに起こる。
５．「日本クレジット産業協会」各種教材10）
学校向けクレジット教育支援のための教材として、次のようなCD-ROM（DVD）を製作、提
供している。
・くれじっとミニ読本（CD-ROM版）
・はじめてのクレジットカード
・クレジットカードを上手に使おう！
・クレジットカードと旅しよう
・DVDで学ぶ！クレジットカード
中でも「クレジットカードを上手に使おう！」は、インターネットでのショッピングやトラ
ブルの事例も紹介されており、授業内容に即したコンテンツが盛り込まれ、学生たちは熱心に
スクリーンに見入っていた。なおクレジットカード等の消費者教育については、「生活経営学」
や「消費生活論」があり、これらの科目でも信用取引、ローン、クレジットといった内容につ
いて学んでいるが、学生が学んでいるインターネットとの関わりまでは深く触れていないこと
もあったため、本校で扱っている科目で実施するのが適していると判断した。
６．私立大学情報教育協会 情報倫理教育ｅ-教材11）12）13）
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インターネットの爆発的な普及に伴い、電子メールでの迷惑行為、Webサイトでの詐欺行為、
不正アクセスによる情報漏洩、著作権の侵害、文化摩擦など、日常生活において、これまでに
ないトラブルが顕在化している。情報社会を秩序ある社会とするためには、技術や法制度によ
る対応には限界があり、情報に接する一人ひとりが加害防止、被害防止を自覚できるよう、教
育を通じて心に働きかけることが重要である。
私立大学情報教育協会（私情協）では、コンピュータやネットワークを利活用する上での情
報の取り扱いを大学教育の中で振興普及するため、10年以上に亘って「情報倫理教育」の研究
を続けており、2004年度には、教員が授業の中で活用可能なｅ-ラーニング教材を構築した。同
教材は、本研究集会にて寄せられた改善意見・要望を踏まえて見直し、2005年４月に更新版を
加盟大学・短期大学に配信している。
７．情報機器と情報社会の仕組み素材集14）
本サイトは、文部科学省が実施した平成13年度「教育用コンテンツ開発事業」により、「情報
機器と情報社会のしくみ」開発委員会により制作され、平成14年度「教育用コンテンツ開発・
改善・普及に関わる研究事業」（いずれも主査：永野和男 聖心女子大学教授）により普及活動
が行われているものである。
この中で、「情報モラル教育」に関しては、次のようなコンテンツが紹介されている。
・コンピュータウィルスの被害
・チェーンレターを出してはいけないことの意味
・知的所有権
・個人情報およびそれを保護しなければならない理由
８．高等学校教科「情報」指導用ビデオ教材
高等学校情報科教科書の出版社３社から発売されており、それぞれVHS２巻セットとなって
いる。いずれも「ＮＨＫビデオ教材」として発行されており、一部内容が重複するところがあ
る。
「情報化社会の光と影」15）
身につけるべき情報倫理を理解させるために、具体的な事例を説得力ある映像で収録してい
る。
・上巻 ～新たな技術が生んだ落とし穴～
インターネット普及の進んだ社会の風景を紹介し、インターネット普及による成果と問題点
を紹介している。特に「ネットワーク化の落とし穴」として、不正アクセス、コンピュータウィ
ルスなどを紹介し、トラブルから身を守るための方法を解説している。
・下巻 ～問われる個人のモラルと責任～
モラルやマナーが重要となるネットワーク社会での新たな生き方を探る内容となっている。
まずディジタル技術を紹介し、それを悪用した違法コピーの実態を明らかにしながら、著作権
に関して解説している。また電子メールや掲示板などにおけるネチケットなどについても解説
している。
「情報科の進展と生活」「著作権って何？」16）
情報科の進展を学び、生活とのかかわりを考え、各自が身につけるべき情報活用の知識と行
動を学ぶ内容となっている
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・情報化の進展と生活
メディア、コンピュータの歴史的経緯や発展の経過に沿って、コンピュータ技術の全体像が
把握できる攻勢となっており、情報化社会（情報社会）とはいかなるものかを解説している。
・著作権って何？～情報活用のマナーとルール～
「著作権」は、法律に関わる事柄であり、判断が微妙な具体例を取り上げ、単に法律の遵守
を促すばかりではなく、受講者自らが考え行動できるよう、ネット社会で「加害者」にならな
いための項目を中心に構成されている。プライバシーの保護や著作権について扱っている。
「情報社会への誘い」17）
身のまわりにある情報技術やコミュニケーションの現在・未来から、著作権に関連するプラ
イバシーやセキュリティー問題まで、受講者の興味・関心を高める映像を収録している。テー
マ別に独立したかたちで映像を収録しており、実際の授業の導入やまとめの段階で活用しやす
くなっている。
・第１巻 暮らしの中の情報
生活の中に欠かすことのできない様々な情報。この巻では、情報を収集分析する情報機器、
インターネット、電子メールなどの情報システム、携帯電話などの通信機器、そして今後、身
近に利用される可能性のある電子商取引の仕組みや機能を解説している。
・第２巻 情報コミュニケーションと新たなる課題
技術の進歩が急速な情報社会では、条例や法律など社会的な枠組みが、技術の進歩に追いつ
かない側面も見られる。新しく求められる個人や社会のモラル、新しい社会の枠組みはどのよ
うに作られるべきなのか。新しい社会規範が問われている。この巻では、情報を思考する仕組
みと社会の枠組みの関係を考えていく内容となっている。
各種教材の活用による授業効果について
ここでは、授業において各種教材を利用したことによって、どのような授業効果がえられた
かを、本学で統一実施している「学生による授業評価アンケート」の自由記述を紹介しつつ、
分析する。
一例として、2005年度前期開講の「くらしとインターネット」についての学生による授業評
価アンケートの自由記述を紹介する。科目担当教員より「何か必ず書いてほしい」とお願いし
たため、多くの自由記述を寄せてもらった。その中で多かったのは、「インターネット（の良い
点・悪い点）をよく知ることができた」であった。これは授業で取り上げる内容をできるだけ
具体的な事項となるようにしたためで、学問的な側面から見れば不十分であったかもしれない
が、受講者が学習内容を十分に実感できたことはよかったものと評価している。本稿に関係す
る各種教材の活用に関しては、「ビデオやスライドがわかりやすかった」という意見が多く寄せ
られた。講義という形態を考えるとビデオ映像などの教材の多用は望ましいことではないと考
えているものの、結果的に受講者の理解が深まったとすれば、これも授業改善の一つの方策で
はないかと考えることができる。その一方で、「教科書を買う意味がない」といった意見がいく
つかあった。今回の授業展開において、各種教材を活用したために、授業を教科書どおりに進
めることはなくなり、授業のほか自学自習においても教科書を使うものであることを説明した
が、適切な指導の必要性を指摘されるところとなった。
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外部講師による特別講演
１．サイバー犯罪対策（愛知県警察）18）
各県警では、地域での「情報セキュリティ講話」を実施しており、情報セキュリティ・アド
バイザーが、各学校や地域コミュニティセンター等を訪問し、児童・生徒のほか保護者、教職
員あるいは地域の方を対象にサイバー犯罪被害防止講話を行うなど、各種のサイバー犯罪の被
害防止対策を推進している。そこで、本学でも情報セキュリティ・アドバイザーによる特別講
演を依頼した。
2004年度は「情報セキュリティ特別講座～ネット犯罪から身を守るために～」、2005年度は「サ
イバー犯罪の傾向と対策－出会い系サイトを中心に－」と題した講演を実施し、後日レポート
を提出させた。
２．クレジットカード（社団法人日本クレジット産業協会）19）
日本クレジット産業協会クレジット教育センターでは昭和59年度より学校教育でのクレジッ
ト教育・金銭教育の普及・充実をめざして、「クレジット教育支援活動」を展開している。その
一つとして、クレジット教育センター担当職員を講師として派遣して、高校生や大学生を対象
とした講演を行っている。
そこで本学でも、クレジット教育センターから派遣された講師による特別講義を開講した。
１コマ90分間という限られた時間であったが、「インターネット時代におけるクレジットカード
利用」ならびに「クレジットカードと個人情報の扱い」にテーマを絞って講義をしていただき、
クレジットカード利用に関する理解を深めさせることができた。
学内ネットワークの活用
上述したような教材や資料については、学内ネットワーク（LAN）を活用して、受講者がい
つでも参照できるようにした。具体的には、教員名の教材提示用フォルダに、各種の教材をファ
イルとして整理、保存しておき、受講生は演習室でそれらを開いて内容を確認できるようにし
た。授業で提示する教材は、一度きりの機会では十分に理解できない。また欠席した受講者に
対して別途教材を提示することは教員、受講者双方にとって負担にもなる。ただし、ネットワー
ク上にファイルを置くことは不特定多数に対して開示することになるため著作権の問題が生じ
る。そのため、著作権者になんらかの許諾を得られたもののみ開示することとなった。このよ
うにして利用できるファイルを多く収容できることは教育上大変有用であり、著作権法上の問
題が生じないよう留意しながら利用可能なファイルを拡充したい。
要約
情報教育が浸透しつつある現在、そして情報技術が急速に普及、発展している現在、情報モ
ラルに関する教育が大変重要視されている。それを反映するように、今日情報技術や情報モラ
ルに関するさまざまな映像教材が開発、提供され、教育現場で利用されるようになった。本来
から言えば、教員としては確かにオリジナル教材を作成し講義を展開することが望ましいが、
秒針分歩たる情報技術の分野において、すべての教材を広く深い範囲まで自力でまかなうこと
は困難になっているのが現状であろう。そこで、本稿で提示したように、教育用に市場に提供
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されている教材を授業の目的に照らして適切に組み合わせて、教育効果を高められるよう有効
に利用することは今後ますます重要になってくると考えられる。その上で、教員が担当する学
科・専攻や教科を考慮したオリジナル教材を開発して併用すれば、なお一層の教育上の効果が
期待できるはずであり、さまざまな教材の利点を十分検討して、今後教材開発にも関わってい
きたいと考えている。
謝辞
本研究は、2004年度名古屋女子大学特別研究助成（個人）によるものである。
参考文献
［１］梅本：情報社会と情報倫理、pp.103-108、丸善（2002）
［２］辰巳：情報化社会と情報倫理第２版、pp.65-70、共立出版（2004）
［３］矢内・櫻山：ネットワーク・生活情報論、pp.69-75、同文書院（2000）
［４］辰巳他：情報倫理ビデオ教材の作成と評価、情報処理学会情報教育シンポジウム論文集、pp.43-48（2003）
［５］メディア教育開発センター情報教育教材シリーズ2002、http://www.nime.ac.jp/KYOZAI/2002.html
［６］辰巳他：情報倫理ビデオ教材製作の取り組み、情報処理学会情報教育シンポジウム論文集、pp.157-158（2005）
［７］メディア教育開発センター：著作権学習コンテンツ、http://deneb.nime.ac.jp/contents/
［８］経済産業省「インターネット安全教室」JNSA全国情報セキュリティ、http://www.jnsa.org/caravan/
［９］警察庁サイバー犯罪対策情報セキュリティ対策ビデオ、http://www.npa.go.jp/cyber/video/
［10］日本クレジット産業協会、http://www.jccia.or.jp/
［11］平成16年度情報倫理教育研究集会資料、私立大学情報教育協会情報倫理教育振興研究委員会（2004）
［12］同上、平成17年度（2005）
［13］社団法人私立大学教育協会：情報倫理教育ｅ教材（2005年度版）について、大学教育と情報、14・１、
pp.60-61（2005）
［14］情報機器と情報社会の仕組み素材集、http://www.kayoo.org/home/mext/joho-kiki/
［15］実教出版：http://www.jikkyo.co.jp/
［16］開隆堂出版：http://www.kairyudo.co.jp/
［17］日本文教出版：http://www.nichibun.net/
［18］警察庁サイバー犯罪対策、愛知県警察本部生活安全総務課情報セキュリティ対策係の紹介、
http://www.npa.go.jp/cyber/policenews/20050210.html
［19］森屋：インターネット時代のクレジットカード利用～インターネット社会における情報教育、消費者教
育～、クレジット教育センター定期通信「クレジット教育」VOL.60（2005年春号）、pp.2-3（2005）
各種の学習教材とネットワークを利用した情報モラル教育のための基礎的調査
─ 179 ─
